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審議会等の会議結果報告 

１ 会議名 平成３０年度津市献血推進委員会会議 

２ 開催日時 
平成３０年８月９日（木） 

午後２時から午後３時まで 

３ 開催場所 津リージョンプラザ ２階第１会議室 

４ 出席した者の氏名  

（津市献血推進委員会委員） 

東 良久、南 信行、横田明人、岡田昌彦、中山 治、平澤

利之、西畑浩伸、中井達夫、片岡長作、田中啓介、川合利和 

（事務局） 

健康医療担当理事 松岡浩二 

地域医療推進担当参事（兼）地域医療推進室長･こども応急

クリニック･休日デンタルクリニック所長･久居休日応急診療

所長･応急クリニック所長 勢力 実 

地域医療担当主幹(兼)こども応急クリニック･休日デンタル

クリニック事務長･久居休日応急診療所事務長･応急クリニッ

ク事務長 杉﨑雅人 

地域医療推進室地域医療担当副主幹 山下千穂 

５ 内容 

(1) 平成２９年度津市献血推進事業実績報告について 

(2) 平成３０年度津市献血推進事業計画について 

(3)  平成２９年度の献血者の動向について 

６ 公開又は非公開 公開 

７ 傍聴者の数 ２人 

８ 担当 

健康福祉部地域医療推進室地域医療担当 

電話番号 ０５９－２２９－３３７２ 

Ｅ-mail  229-3372@city.tsu.lg.jp 

 

議事の内容  別紙のとおり
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本日は、お忙しいところ、また、暑い中、御出席いただき誠にあ

りがとうございます。 

定刻になりましたので、平成３０年度津市献血推進委員会会議を

始めさせていただきます。 

当委員会におきましては、昨年８月１日に、皆様方に委員を委嘱

させていただき、任期を２０１９年７月３１日までとしていたとこ

ろですが、津市自治会連合会様、久居ライオンズクラブ様、津西ラ

イオンズクラブ様、津市学校教育課から委員交代の申し出がござい

ましたので、報告させていただきます。なお、新しく委員になって

いただいた方の任期につきましては、津市献血推進委員会設置要綱

第４条第１項の規定に基づきまして、前任者の残任期間の２０１９

年７月３１日までとなりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、初めに、本日の出席者の方々をご紹介させていただき

ます。 

（委員紹介） 

続きまして、健康医療担当理事の松岡より御挨拶申し上げます。 

改めまして、皆様こんにちは。健康医療担当理事の松岡でござい

ます。厳しい暑さ、猛暑ですね。危険な暑さと表現される気象が続

く今日この頃でございますけれども、本日はそのような中、また、

大変お忙しい中、平成３０年度献血推進委員会の会議にお集まりい

ただきまして誠にありがとうございます。 

さて、医療に必要な血液を安全、かつ安定的に供給する血液事業

につきましては、科学技術が進歩した今日におきましても、献血と

いう皆様からの善意により支えられておるところでございます。本

市の献血推進事業におきましても、三重県赤十字血液センター様を

はじめ、献血ボランティアや企業の職場献血を通じて不断の御努力

をいただいているところでございまして、血液センターからいただ

きました資料によりますと、昨年度は４００ｍＬ、２００ｍＬ、そ

れから成分献血を合わせまして８，８００人を超える市民の皆さん

から、献血への御協力をいただいたところでございます。これも偏

に皆様方の地域貢献、社会貢献の意識により支えられているという

ものでございまして、深く感謝を申し上げる次第でございます。 

本市といたしましては、将来にわたる安定的な血液の確保に向け

て、献血の大切さを理解していただきながら、そして、継続して献

血に御協力いただけるよう、ここにお集まりの皆様方と協力、連携

して一層の献血推進に取り組んでまいりたいと考えておりますの

で、本日は忌憚のない御意見、御助言を賜りますようよろしくお願

い申し上げまして、甚だ簡単ではございますが、私からの御挨拶と

させていただきます。よろしくお願いいたします。 
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事項に入らせていただく前に、本日は当委員会委員の過半数の出

席をいただいております。従いまして津市献血推進委員会設置要綱

第６条第２項の規定によりまして、本会議は成立しておりますこと

を御報告させていただきます。 

        この会議につきましては、津市情報公開条例第２３条の規定によ

り公開となりますので御理解をお願いいたします。なお、傍聴者は

２人です。 

また、会議の内容につきましては、議事録として津市ホームペー

ジ上に掲載をいたします。この議事録作成のために会議内容につき

ましては録音をさせていただきますので、あわせて御理解をお願い

いたします。 

それでは、事項に入らせていただきます。 

議事の進行につきましては、要綱第６条第１項の規定に基づきま

して、南会長に会議の議長をお願いしたいと思います。南会長よろ

しくお願いいたします。 

それでは議事に入らせていただきます。議事は事項１、２、３を

事務局及び血液センターから御説明いただいて、その後で一括して

意見交換をしたいと思いますので、よろしくお願いします。それで

はまず、平成２９年度津市献血推進事業実施報告及び平成３０年度

の津市献血推進事業計画について、事務局から御説明をお願いしま

す。 

事項１、平成２９年度津市献血推進事業実績につきまして、御報

告をいたします。着座にて失礼します。お手元の資料１をご覧くだ

さい。はじめに献血実績の方でございますが、公共施設等での献血

実績について、平成２９年度につきましては６回実施をしておりま

す。受付者数につきましては２０６人、献血者数につきましては１

７５人という結果でございました。 

平成２８年度と比較をいたしまして、受付者数が６１人、献血者

数が６７人少なくなっておりますのは、平成２８年度までは津まつ

りにおきまして献血バスを出してもらって献血を実施しておりまし

たが、平成２９年度につきましては、昨年、この会議の場でも三重

県赤十字血液センター様から御説明があったとおり、交通事情、ま

た、献血者数が少ないといった理由からバスの稼働が難しいという

ことで、津まつり当日に献血を実施しなかったことが献血者数の減

少の大きな要因と考えています。 

ただ、津まつりの際に献血そのものは実施しなかったのですが、

別の機会に献血に御協力いただけるように、チラシを配布するなど

啓発を行ったところでございます。 

次に、その下にありますのは、津管内におけます献血バス実績で
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ございます。平成２９年度につきましては、１２１回実施をいただ

いておりまして、受付者数につきましては３，９６１人、献血者数

につきましては３，４９０人という結果でございました。 

 続きまして、啓発実績について御報告をいたします。 

 平成２９年度につきましても、広報津への掲載に加えまして、津

市内の公共施設における献血や、三重県津保健所主催の街頭献血に

ついて、津市ホームページへも掲載をいたしまして、市民の皆様に

広く御案内をさせていただきました。 

また、４月には津市職員を対象としました、献血への理解と協力

を求める活動の一環といたしまして、新規採用職員研修におきまし

て、啓発チラシの配布を行ったところでございます。 

７月には、津保健所主催の「愛の血液助け合い運動」へ参加した

ほか、１月の「はたちの献血」キャンペーンにも参加をいたしまし

て、イオンタウン津城山にて啓発を行ったところでございます。 

さらに、啓発用品といたしまして、資料の一番下の左「デザイン

１」のウェットティッシュを作製いたしまして、市内で実施された

献血に御協力いただいた皆様に配布をいたしまして、今後において

も継続して献血に御協力をいただきますよう呼びかけを行いまし

た。  

また、１月には若年層への献血の啓発を目的といたしまして、資

料の一番下の右「デザイン２」のウェットティッシュの作成をいた

しまして、成人式の会場にて啓発活動を行ったところでございま

す。 

 以上が平成２９年度の津市献血推進事業実績報告でございます 

続きまして、平成３０年度献血推進事業計画（案）について御説

明いたします。お手元の資料２をご覧ください。啓発・推進活動と

しましては、今年度も啓発用品を作成しまして、配布したいと考え

ております。啓発用品はウェットティッシュで、資料２の中段「デ

ザイン１」「デザイン２」の２種類のデザインで作成し、デザイン

１のものは、１０月頃から血液センターを通じまして、市内で実施

される献血バスによる献血協力者に配布を、デザイン２について

は、成人式会場での啓発活動時に配布したいと考えております。 

また、今年度も市役所本庁舎で職場献血を実施いたしますが、献

血実施日時等の周知につきましては、引き続き市の広報誌やホーム

ページに掲載するなど市民の皆様に周知し啓発していきます。 

今年度の公共施設等献血につきましては、資料にございますとお

り、市役所本庁舎で３回の実施を予定しており、うち１回が５月に

実施済みで、受付者数は６９人、献血者数は６２人という結果でご

ざいました。また、この５月の実施に先駆けて、今年度も、市の新
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規採用職員研修において昨年度と同様、啓発チラシの配布や庁内メ

ール等を通じた周知を行いました。献血当日には血液センターと連

携し、今後も協力を呼びかけていきたいと思います。 

そのほか、今後も機会を捉えて献血者の確保及び啓発について、

推進していきたいと考えております。 

平成３０年度献血推進事業計画についての説明は以上でございま

す。 

ありがとうございました。それでは、続きまして、三重県赤十字

血液センターの方から平成２９年度献血の動向について御説明をお

願いします。 

皆さんのお手元にある「献血のあゆみ」を見ていただきながら進

めさせていただきたいと思います。まず１頁めくっていただいて、

右の方、平成２９年度の献血の状況についてお話しますと、三重県

全体で６１，０８４人の受付をしていただいた中から、最終的には

５５，８０８人の皆様に献血をしていただきました。これは前年度

と比べますと３００人余りの減少ではありましたけれども、医療機

関様に対しては不足することなく血液製剤の供給が行われておりま

す。次にめくっていただいて２頁の左の上の方ですね。献血の中身

ですけれども、血小板献血、それから血漿献血等の成分献血が２

３，２４４人、これは延べ人数です。それから、４００ｍＬの献血

が３２，０５４人、２００ｍＬ献血が５１０人となっております。

右側の頁に行きまして、上の棒グラフ。年代別の献血者数のグラフ

を見ていただきますと、１０代の献血者の数は、ここ２年間でそれ

ぞれ３５０名程度ずつ増加が見られるのに対しまして、２０代、３

０代の献血者の数は、相変わらず減少し続けております。平成３０

年度は、１０代の献血者の更なる増加というだけじゃなくて、この

２０代、３０代の減少している献血者数に対してもストップをかけ

て、できればちょっとでも増やそうというような恰好で頑張りなさ

いと血液事業本部の方からきついお達しもいただいております。 

それでは、次の４頁。三重県の市町別の献血の状況グラフ、表で

ございます。津市における献血者の動向について見ていただきます

と、献血ルームに来ていただいた方は若干増加しておる一方、献血

バスでの献血者の数は前年比で１０％近く減っております。上から

１０行目くらいのところ、津保健所管内というところがございます

けれども、９１．２％と前年比ということでございますけれども、

昨年はそこそこ数がたくさん来ていただいて増えたということがあ

って、少し戻った感というような状態ではあるんですけれども、こ

のぐらい減っちゃいましたと。若い皆様方だけじゃなくて、たくさ

んの方々に献血を御協力いただけますようよろしくお願いします。
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勿論、ここリージョンプラザで津の行政の方にいろいろお助けいた

だきながらやらせていただく献血もそうですし、それから半年後く

らい先になりますけれども、ライオンズクラブ様に御協力いただい

て行う献血もここでやらせていただくわけですけれども、そちらの

方もまたよろしくお願いいたしたいと思います。 

次、めくっていただいて８頁のところですね。ここに若年層対策

ということで写真が載ってますけども、若年層の対象の事業として

は、これまで通り献血セミナーの実施、それからキッズ献血や献血

親子教室、これは夏休みになりますけども、開催するなど若年層の

皆様のいろんなつながりというのを大事にしながら、将来的に多く

の方に若い方に大いに献血に関わっていただけるようにというよう

な恰好で工夫をしております。 

さて、献血者の数ですけども、平成２９年度は３００名程減った

と、全体で言いますと、減りましたよということをお話ししました

けれども、減少はしましたけれども、血液製剤の供給に支障がなか

ったというふうにもお話をしました。これには一つ大きな理由があ

るかと思います。これは、血小板をいただく際に、分割血小板採血

というものがございまして、お一人の献血者の方から二人分の血小

板をいただくというふうな採血が増えた、というのが大いに関係が

あると考えております。現在のところ、血小板の成分採血の２０％

程度で分割の血小板採血を行っております。これは、四日市・津・

伊勢の各部分で行っております。 

また、１０代の若年層献血を増やす目的で、４００ｍＬ献血ので

きない１６歳の男女、それから１７歳の女子の高校生の皆様方に

は、積極的に献血ルームの方に来ていただいて２００ｍＬ献血をお

願いしました。この結果、昨年度は１０代の献血者の数はある程度

増やすことができましたけれども、一方で、２００ｍＬ献血が全体

で５００本余り増加しました。三重県内で実際に使用していただけ

るのは、２００ｍＬ献血でいただいた赤血球製剤で年間１５０本程

度。そうすると残りの３５０本程度余分になりますけれども、これ

はブロックの方で検査が終わった後、愛知センターの方である程度

対応して使っていただいている、そういうことで何とか廃棄するよ

うなことがないような恰好で使わせていただいております。  

このように、２００ｍＬ献血は増えておりますが、４００ｍＬ献

血の率は、献血の中における４００ｍＬ献血の割合なんですけど

も、東海７県の中では三重県は常にトップできています。それとい

うのも、４００ｍＬ献血、それから成分献血がもし可能である年齢

であれば、１０代といえどもそちらで献血をお願いしているという

格好で、出来るだけ安易に２００ｍＬ献血にいってしまうというこ
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南会長 
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岡田委員 

 

東委員 

岡田委員 

東委員 

岡田委員 

 

とはなくて、４００ｍＬ、成分献血の方でよろしくお願いしますと

いうことでお願いしているわけです。勿論、２０代以上の献血者に

おける２００ｍＬ献血というのも、他県ではかなりたくさんあるん

ですけれども、初回献血の場合であるとか、体重あるいはヘモグロ

ビンが低い、ちょっと足りないとかそういう制限があるような方に

限って、ごく少数の方にしか、２０代以上であっても、お願いする

ことは滅多にないというふうな恰好で三重センターの方は頑張って

おります。 

昨年お知らせしましたけども、現在本採血のときに、注射の針で

すけれども、１７ゲージであったのが１８ゲージに、数が増えると

細くなるんですけども、ちょっと細くなりました。今後、事前検査

で今現在は別に注射針で２㏄いただいて検査をしているんですけど

も、こちらの方も、今現在テスト中ではありますけども、指先にプ

ツッと針を刺してぎゅっと絞ってそれで検査をするというふうな方

向でやっているところです。近くそういうふうに、できるだけ針で

刺すという回数が減るように、指先はチクっとやりますけれども、

できるだけ皆様に負担がかかりにくいように考えております。 

最後に血液センターといたしましては、できるだけ多くの方、そ

して継続的に血液需要を支えていただくということのために努力し

てまいりますので、皆様方もよろしく御支援いただきますようお願

いいたします。 

どうもありがとうございました。それでは、意見交換に入りたい

と思います。事務局の説明、あるいは血液センターの説明に御意見

とか御質問があればよろしくお願いします。 

「献血のあゆみ」の４頁なんですけど、市町別の現状、これはバ

スの献血ですか。 

そうですね。成分献血はやっていませんので、バスの献血です。

下の方にルームがのっていますが、上は全部バスの献血です。 

ルームでも４００ｍＬ献血はやっているけれども、この上の数字

には入っていない。 

そういうことですね。 

右の居住地別献血状況の表は。 

献血者のそれぞれの住所とか電話番号とかいろいろお聞きします

ので、そういうものから出したものが右の表です。 

要するに、バスの献血もこっちに入っているんですね。 

入っています。 

津で何人の献血でしたか。始めに聞いた時には、８，８００人。 

左側の表に関して言いますと、あくまでも各事業様でやられたも

のも含んでいますので、そこにもともと住んでいる方じゃなくて、
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お仕事でみえて職場で献血をされるという方も含まれています。右

側の表の居住地別の方が、津に住んでいる方からいただいた献血と

いうふうに、そちらに近いと思います。 

右側の表が津なら津の献血の総数ということですよね。わかりま

した。 

その他にどうですか。こういう機会はあまりないので、特に、

僕、いつもこの会に長く参加させてもらって、ライオンズクラブの

方に非常に協力していただいたので、もしそういう疑問とか何かそ

ういうのがあったら、是非こういう機会にお願いします。 

これ何で２０代３０代伸び悩んでるんですか。何が考えられます

か。 

三重県の場合、そもそも２０代の手前の１０代の時点で、２００

ｍＬ献血をずっとやってきたのから、４００ｍＬ献血に移行する時

点で、高校献血というのがゼロに近くなったんです。１０代の１

９、２０歳の近いところは別ですけれども、１０代の本来２００ｍ

Ｌ献血もいただけていたところも手を出さなかったんです、三重県

は。そのへんが１０何年か続いてきて、これはいかんということで

やってきたわけですけれども、結局、１０代のところをちょっと三

重県の血液センターとしては疎かにしておったと。そのためにツケ

が今現在まわってきているんじゃないかなというふうに思っていま

す。三重県の場合には、大学それから専門学校ということになって

くると、三重県から出て行かれる方がたくさんみえますのでね。本

来、三重県にそのまま残っていただいて献血をしていただいてとい

う方が、ちょっとそこでガタンと落ちるんですよね。よその県に行

かれてもそちらでやっていただければそれはそれでいいんですけど

も、三重県としてはちょっと辛いなというところはあります。 

よろしいでしょうか。他にどうぞ。 

すみません、いいですか。保健所ですけれども、やはり今も御指

摘のあったように、高校生とか大学生とか、若い人達の献血に参加

してもらうということが非常に大きな課題なんですけれども、現実

には高校生の方に直接献血をしてもらうというのはなかなか難しい

んですが、意識を持ってもらうということで、保健所としても高校

生とか大学生の方々に献血に協力してもらうというよりは、啓発に

協力してもらうという事業としてヤングミドナサポーター事業とい

うのを数年前から取り組んでいます。その人達に、今も実績報告の

中にありましたキャンペーンの時なんかに啓発に参加してもらって

いるんですけど、その事業について報告させていただきます。ヤン

グミドナサポート事業は、高校生、大学生にヤングミドナとして献

血ボランティアを委嘱させていただいておりまして、平成２９年度
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につきましては、三重県としては６５９人の方に委嘱させていただ

いておるという形になっておりまして、津保健所の管内につきまし

ては昨年度６７名、今年度は現在で１９５名の方に委嘱させていた

だいるということで、少しずつ知れ渡って協力していただける方が

増えているような状況になっております。実際にショッピングセン

ター等での啓発に一緒に参加させていただいているんですけれど

も、いろいろ興味を持って話を聞いてきたりとか、啓発をしっかり

していただいたりとか意識は高くなってきているのかなという感覚

もありますし、高校生は年齢的に難しい部分があるんですけれど

も、大学生だったり専門学生であると啓発活動をしていただくと同

時に、実際に献血してみようかなとその場で献血していただいてい

る方もみえます。そういったところから若年層への啓発というのも

させていただけているのかなということで、少しずつですけれども

若年層へ献血を普及していくのはこういう形でもできるのかなと実

感しているところでございます。 

どうもありがとうございました。県も献血推進のときに教育委員

会に入ってもらって、啓発ということで、小中学校くらいからも教

育で入れてもらってということを始めて、だいぶなりますね。 

小中学校の方でも献血セミナーというとちょっと違うかもわかり

ませんが、ある程度献血の大切さということをいろいろお話させて

ほしいということでお願いしてもなかなか進まないというところは

あります。 

出前授業で行っていないの。 

やっていますけど、まだまだ少ないです。 

何年か前に三重県の１０代がビリになって、知事の肝いりでとい

うか、知事もかなりそれを気にして教育委員会とかに働きかけても

らっているところです。 

ヤングミドナはちょうど昨日、一昨日ですかね、見学会があって

血液センターの方にも来ていただいて、僕もお話させてもらったん

ですけども、献血できるあるいは、しようという状態であれば是非

またしてくださいと。だけど、献血できないという条件の方も当然

みえるわけですから、その方の場合には、周りの方に献血の大切さ

も含めていろいろ啓蒙活動をやってくださいということでいろいろ

お願いしまして、なかなか皆さんしっかりしてみえました。 

ありがとうございます。他にどうですか。 

供給はあまり変わっていないということですよね。需要の方はど

うなんですかね。 

はっきり言うと、医療現場で今困っていることはないんですよ

ね。血小板なんかで特殊なのが一時的にということはあるけど。で
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すから、根本的にいったら去年より減ってるんですよね。市も減っ

てるんですよね。市の事務局に聞きたいんですけど、リージョンプ

ラザで３回ありますよね。この中に、多分市は強制に近いのか、３

か月以上経てば４００ｍＬ献血はやれるわけですよね。３回やれる

ということで、同じ人、リピーターなのか全く別々の人なのか、そ

れから一般の人も入っているのか、そういうデータありますか。 

献血していただいた方の、どなたがしていただいたかという資料

はないんですけれども、感覚的にはリピーターは多いというのと、

なかなか来庁者の方での参加というのは少ないかなというふうに感

じます。 

だからほとんど市の職員の方がしていただいているということ

で、一般には拡がっていないということですね。 

僕も検診でやらせていただくこともあって、一般の方でも、ちょ

うどいいからやっていくという方もみえます。市の職員の方なんか

は、特にこの場でやっていただく方もたくさんみえますけど、血液

センターの方に来ていただいて成分献血をやっていただく。 

特に血小板ですよね、特殊な。センターからの依頼でというのが

多いですよね、内情は。 

電話して、来てくださいと。 

先程の説明で、一人の方から二人分採るというのは、要するに２

０単位以上採れるからそれを二つにしてということを言っているん

ですね。 

特に三重県の場合は、２０単位なんていう高単位なものを使うの

は割と少ないですよね。殆どが１０単位の製剤で使われていると思

います。保健所の問題もいろいろあるんですけど、１０単位製剤を

１回使って、それで検査をしてもう１０単位入れないといけないと

いうことで使われるというのが多いと思いますね。もともと２０単

位いただける血小板の数の多い方で、２０単位をいただくんだけれ

ども１０単位ずつに分けていただくと。 

それは採れた後で測ったら２０単位以上あるのか、途中でチェッ

クして分かってやっているんですか。 

初めから血小板の数を調べて、多い人は２０単位いけるという。 

先程の先生の質問のように、全体的に下がってきているんですよ

ね。医療現場が困るかっていうと、適正使用とか医療の進歩で、特

に外科系の手術なんか使用量が減ってきていることもあるんだろう

けど、今センターで血液がなくて困った事例ってこの１年間であり

ますか。 

血小板の輸血の際のＨＬＡが適合してないとか特殊な場合、ブロ

ックの中で、あるいはそれでなければ周りのブロックからいただい
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て、ということでやっていますね。通常の血液製剤の供給に際し

て、どうにもならないということはまずないですね。 

だから、今の体制で一応医療は安定してできているということで

すよね。ただ、これを継続していくためには若い人の導入がってい

う。 

継続していくためには、７０歳になると卒業になるので、新しい

方、若い方にカバーしていただかないと。今現在を維持するだけと

いうことについても、ある程度、新しい方をどんどんお願いしてい

かなくてはならない。 

長年の課題であった、いわゆる若年層ですよね。５００人余り

で、実際に使っているのは３分の１ですよね、三重県内では。愛知

県のセンターが東海ブロックを管轄しているんですけど、それを全

部使いきれているのか、採り過ぎではないかという意見は出て来な

いんですか。 

愛知県もそうですけど、周りの県というのは、相当の数２００ｍ

Ｌを採っているんですね。無理を言っているところもあるのかもし

れませんけど、なんとか使っていただけていると。廃棄せずに一応

は済んでいると。同様に期限が来た場合には、４００ｍＬと２００

ｍＬというと、２００ｍＬの方が確実に廃棄されやすいです。 

こちらの専門的なあれになったんですけど、大人の場合に２００

ｍＬの輸血というのはあんまり。２００ｍＬだったら、なんとか他

ので対応できるということで、４００ｍＬぐらいを最低入れないと

効果が出ないという意味で、基本的には２００ｍＬってあんまり。

大人の場合は。小児科は別なんですけど。しかも、血液というのは

詳しく調べられているけど、まだ未知なるものがあるので、提供者

の数が多ければ多いほどそれだけ感染とかいろんなリスクが高いん

で、なるべくいれる人の数は少なくして、多くもらいたいというの

があって、若い人の献血２００ｍＬはずっとそのジレンマが来て、

使わないからやめていたら、国から地方から言われて、知事が言わ

れたというけど、現場としてはそんなに、小児科くらいでそんなに

いらないんですよね。 

今の説明のように、１０代で献血の経験をしてもらうと、その人

達が将来ずっといけば７０歳までいけばものすごくということで、

そこのギャップをどう埋めていくかというのが難しい。 

１６歳、１７歳で献血をし始める時には、たとえ１回でも２回で

も２００ｍＬでいただける、いただけないという場合であっても、

その次には４００ｍＬで、あるいは成分献血でとステップアップし

ていただいて、継続的にいただけるとなるとそれはもうこれ以上嬉

しいことはないです。 
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全国的な動きはよくわからないけど、三重県は急にやり過ぎて、

むしろ、３分の２は他県で使ってもらっている。どういう使い方を

しているか、詳しいことはわからないんですけども。 

例えば先程も言いましたけれども、４００ｍＬの占める割合が、

三重県は非常に高いんですよと。実は、日本国内で言いますと福岡

は１００％なんです。２００ｍＬは採ってない。４００ｍＬだけで

賄えている。そういう恰好に持って行くためには、ある程度年齢も

そうですけれども、時期的なもの、高校生の方にお願いすると言っ

ても、女の子だったら１８歳になった頃、卒業のちょっと前とか

ね、そういうところらへんを狙って、高校献血なんかはお願いする

とかね。いろいろ工夫がされていると思うんですけども、実際にそ

ういう恰好で２００ｍＬを採ってないと。きちっとやっているとこ

ろはあるわけですから、見習う必要はあるとは思うんですけどね。

なかなか難しいです。 

三重県の場合は、ある程度教育的な意味もあってという部分です

ね。 

他に何かありませんか。今の状態では少し減っているけれども、

三重県の、少なくとも輸血の医療現場では不足とかそういうものは

ないから、今の状況をずっと安定的に維持できれば一応いけると考

えていいですかね。 

新たに血液製剤をある程度の量を使うような疾患が出てくると

か、例えば移植医療とか何かの場合にはそこそこ血液製剤が使われ

ますので、そういうのがたくさん行われるようになると間に合わな

い、それで増やさないといけないかもわかりませんが、今現在の状

態ではそこまではいかないだろうという考えです。 

そういうときにこそ大学生とかね。昼間は企業はなかなかしてく

れないと思うんですよね。大学生だったら授業を抜けてでも、それ

はボランティアとして。 

意外と授業を抜けて云々というのが、今の学生は真面目なのか何

なのか。 

それは教授がおかしい。教授がね、サボるなって言うんだけど、

それはやっぱり教授の考えを変えないといけない。それは社会的な

大きなボランティア事業だと思うんですけど。不測の事態の時に、

一番自由のきくのは大学生じゃないかなと僕は前から思っているけ

ど、うまくいかなかったんですけど、そういうふうにすれは不測の

事態もカバーできるんじゃないかと思うんですけど。 

他にございませんか。 

問題がはずれますけど、外科手術なんかをするとき、何㏄の出血

までだったら輸血しなくてもいいんですか。 
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多分ね、手術する前の時の貧血の程度もあると思うんですけど、

普通循環血液は４ℓくらい。体重当たり７０ｍＬと考えられておる

んですけど。３分の１までは我慢できるんやったか。 

５００なら全然問題ないと、出血の量が。８００、１０００に近

付いてくるとちょっと考えないけないかなと。その方の前の貧血の

状態、全身状態というのがありますけれども、一概にいくらとはい

えませんけれど、大体４分の１から３分の１のところで、どうしよ

うかと。今はどちらかというと外科手術をしている医者よりも、麻

酔の先生方が脈が速くなってきていると、貧血、これなんとか改善

しないと、血液の循環量を増やさないと都合悪いよ、というような

ことで判断されることが多いです。 

今は手術前に自分の血液を採っておいて、まずそれをいれますか

ら。 

日にち的な余裕があれば、御本人さんに赤血球を増やしましょう

というようなお薬があるんですけれども、そういうのをいれたりも

して、本人さんの血液をいただいて保存しておいて、手術の際にま

ずそれを使うと。そういうのが例えば、産婦人科とか整形外科とか

泌尿器科とか。心臓血管外科でも少ない量で済むときには使われて

います。割とたくさんそういう事例が増えています、三重県でも。 

待機手術という、ある期間があるのは自己血で、自分が大学にい

た頃だと最大で１，２００くらいまでは、３週間くらいで鉄剤を投

与して造血剤を使うと、それぐらいまでためられる場合がありま

す。ただ、外傷だとかそういう人たちのを診ていると、どれぐらい

で止まるかどうかわからないので、一般に言われるある程度まで減

ったらそこでいれようというよりも、その後どうなるかわからない

ので、もう少し貧血の程度が軽い段階でもいれていくのが外傷とか

そういうのでやっぱり多いですね、そういうのは。待機手術の場合

には、比較的手術も安定しているので、なるべく今使わない方向に

なっているので、これだけ下がってきているんだと思うんですけど

ね。技術も進歩しているということだと思いますけどね。 

三重県は特にそうなんですけども、先程チラっと名前が出たと思

いますけど、輸血療法委員会というところがきちっと、三重県の輸

血療法委員会というところもそうですし、各病院さんの中に輸血療

法に関してちゃんと議論する場がそれぞれありますので、そういう

ところできちっと病院としては普段どれだけの血液を持っておこ

う、あるいはそうそう使わないし、血液センターすぐ近くだから電

話したら持って来てくれるからうちは持たないでおこうとかね、全

部含めて病院様も三重県全体としても輸血療法に関しては、三重県

は進んでいるところだと思います。比較的そういう意味で言うと、
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無駄な輸血は殆どなしでやっていると思います。 

血液は３週間でしたかね。 

今現在は。これは、それこそどういう製剤、血液に混ぜ物をして

維持するかとかいろいろあって４週間のときもあったんですけど

も、あくまでもかなり余裕を持って３週間。現実には４週間でも大

丈夫とはいうものの、賞味期限とかああいうのとよく似たやつで、

あるところを過ぎるとこれを使うのは具合悪いということで。 

かつては３５日までいったんです。そしたら、４℃で保存してお

くと稀にばい菌が生えて来るというので、２１日に戻りましたね。 

おそらく現在の状態でも多分４週間大丈夫だと思うんですけど

ね。だと思うだけで根拠はないですからね。 

とにかく生ものなので一気に来られても困るし、安定して献血に

来ていただきたいということだと思いますね。 

災害があった場合に血が足りないだろうとワっと来られる方がた

くさんみえるんですけども、そうじゃなくてある程度分散して、毎

日ある程度の人数がずっと来ていただけるとこちらとしては非常に

有り難いと。東日本の時もそうですけど、ものすごい数が一度にや

って来たんですね。そうすると、その時はたくさんボンと増えます

けど、その方々は少なくとも男性は３カ月できませんし、女性だっ

たら４カ月できませんからね、献血が。そうすると非常に困ると。

ばらけてまんべんなく来てもらうと有り難いというところです。 

非常時に学生を使うのが一番いいと前から思っている。比較的、

特に大学生だったら、津の近辺だけでも結構あるわけですよね。三

重大学だけでも５千人くらいの学生がいる。そういうのが非常事態

のときに来ればいいなと前から思うんですけど、なかなかうまくい

ってないです。 

以前は大学病院なんかで、緊急の手術で血液がほしいという場合

には、職員も勿論そうなんですけど、看護学校の方や看護師さんの

寮へ行って。 

運動クラブもありましたね。 

今のところ三重県では医療現場では、輸血が不足して医療が十分

できないということはないという状態がしばらく続いているという

ことで。ただ、ちょっと減ってきているのが気になると。そういう

ことでよろしいですかね。 

他に何かございませんか。ないようであればこれで意見交換を終

わりたいと思います。それでは事務局の方よろしくお願いします。 

最後に、「骨髄移植ドナー支援事業」といった事業を津市が実施

しておりますので、それについて説明させていただきたいと思いま

す。 
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資料３をご覧ください。市では、より多くの骨髄等の移植の実現

とドナー登録者数の増加を図るため、骨髄移植ドナーとなった市民

とそのドナーを雇用している市内事業者を支援する「骨髄移植ドナ

ー支援事業」を平成２７年４月１日から開始しております。事業の

内容について、説明させていただきます。まず、この支援事業の対

象者は、骨髄移植ドナーとなった市民と、そのドナーを雇用してい

る市内に所在する事業者です。助成額は、ドナーについては、１日

につき２万円、ドナーを雇用する事業者には、１日につき１万円で

す。骨髄等の提供のために、ドナーが通院・入院に要した最大７日

を上限とする日数に応じて支給します。昨年は、３名の方に助成し

ました。 

なお、要綱や申請書は、津市ホームページからダウンロードする

ことができます。骨髄移植は献血同様、人々の理解と善意が必要だ

と思いますので、一人でも多くの方にドナー登録していただきます

よう、皆さまからもこの支援事業を御案内いただければ幸いに思い

ます。 

これをもちまして平成３０年度津市献血推進委員会会議を終了い

たします。今後とも献血推進事業に御協力いただきますようよろし

くお願いいたします。 

 


